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はじめに

　学習行為は、学習者が自身の存在を確認するための
行動であり、それは生きがいへと結びついていく。言
い換えれば、生涯に渡って学び続けることは、常に生
きがいを実感し続けるための行為でもあると言えるだ
ろう。
　群馬県では、その生涯に渡る学びの実現に向け県内
各地に施設を設けており、そのひとつがぐんま天文台
である。この施設は、群馬県が1993年に人口が200万
人に達したこと、そして、翌年には群馬県出身の向井
千秋氏が、日本初の女性飛行士として宇宙に飛び立っ

たことを記念し、後世に残る有形の文化遺産として建
設を決定した。そして、21世紀を担う子どもたちが第
一線の研究者との交流や本物の天体に触れることなど
を基本理念として1999年に、本格的な研究・教育施設
として稼働を開始した。
　その後、県の財政負担と入館者数の乖離が著しく、
天文学を通して学校・地域と協働し、多様な学習機会
を提供する教育施設として位置づけられ、効率的な運
営と利用者拡大に努めるようになった。その過程で、
大型望遠鏡による天体観望や星空の観察会をはじめと
した各種イベントの企画運営を通し、利用者の知的好
奇心の刺激を心がけた。さらに、学習のための素材の
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開発や充実を図り、地域と幅広く協働し、学校や公民
館等に赴いて天文学のすそ野を広げるとともに、学習
目的に応じた多様な機会を提供する施設として運営し
ている。そのため、利用者を増やすことは常時求めら
れるようになってきた。
　また近年、学校教育における教科横断的な考えが重
要視され、教員の総合的な力が問われるようになって
きた。そのため、教員養成を行っている大学では、教
育活動の一環として、学外施設の活用等を考え、教育
プログラムを発展させていくことが必須となってい
る。近年、大学における教育予算の削減は深刻で、
そのことからも県内の施設で行われている事業の理解
やその活用方法について熟知し、イベント企画等に関
わっていくことが、大学教育の充実につながっていく
と考える。
　そこで、今回は多くの視点から、ぐんま天文台の活
動を評価して、効果的な活用方法を検討するために県
内の教員養成に関わる大学教員を加えて研究グループ
を構成した。山野は元ぐんま天文台職員として、活動
記録の整理、論文構成の検討、本文原案の作成を行
い、研究代表者として論文作成に当たった。髙橋は理
科教員免許取得可能な学部に所属し学生指導を行って
おり、佐光は養護教諭免許取得可能な学部に所属で学
生指導を担当し、松下は保健体育免許および商業免許
取得可能な学部で総合的な学習の時間担当教諭として
学生指導を行っており、それぞれの特性に合わせた視
点から、本論文の構成および論文の各項目の内容につ
いての検討を担当して、論文作成を行った。新井は本
論文の作成のための研究グループの構成を行い、論文
の全体構成について、および各活動内容の纏め方につ
いて担当した。

ぐんま天文台の教育活動

　ぐんま天文台では教育・普及活動を行うに当たり、
対象をあいまいなまま手探りをするのではなく、ター
ゲットを絞り込み、分類しながら最適な方法を探索し
た。

○授業による利用
　ぐんま天文台へ来館する利用は、保育所や幼稚園か
ら始まり、小中高、さらには大学まで幅広い層の「学
校利用」がある。幼稚園や保育所等が利用するのは、
昼間の遠足でのプログラムとする場合が多く、夜間に
おける天体観望を目的とした利用はあまりない。年に
2,3の園や所が宿泊行事で利用する程度である。発達
段階を考慮して、解説の際に専門用語は一切使用せず
に、時には以下の図２，３に示す紙芝居風のものを使
用した。
　満月の頃であれば竹取物語をベースにした「かぐや

図１　ぐんま天文台本館と背景に上るオリオン座
図３　「砂漠の少年」表紙画面

図２　「かぐや姫」表紙画面

36 山野　悟・高橋珠実・佐光恵子・松下　晋・新井淑弘



姫」を、北極星がほとんど動かないように見えること
は、中東を舞台にした創作話「砂漠の少年」の二種類
を用意して、昼間でも夜間の雨天時でも対応が可能に
なるようにした。発達段階を考え、知識を伝えたり、
理解させたりするのではなく、夜空を見上げるきっか
けを提供することとし、とねらいを明確にした。それ
まで、多くの学校利用では、150センチ望遠鏡を含め
た館内の展示物解説が主だったが、プレゼンテーショ
ンソフトによる「紙芝居」を加えたことで、夜空に親
しめる素材を増やした。また、北極星については屋外
モニュメント「ジャンタル・マンタル」がその位置を
指しているため、屋内外の設備を関連付けた指導に結
びつけることができるようになった。
　アウトリーチ活動（「授業サポート」）については、
夜間に幼稚園等で星空鑑賞会を実施する場合が殆ど
だった。電話での打合せの他、初めての場所であれ
ば、担当者が一度現地に下見に行き、安全確保や鑑賞
の障害となる条件の確認を心がけるようにしていた。
どうしてもスケジュール調整がつかない場合には、電
話での打合せの際に東西南北の方向に、星空を遮るよ
うな大きな建築物や樹木等の有無、夜間照明が観察の
障害になるような商業施設やパチンコ店、工場の有無
などを確認した。そのなかで、時期によって見やすい
天体があり、その時期だとこんなものがあるなどの提
案も行いながら、相手方の職員と当日のプログラムに
ついて相談していった。天文台のWebページにそのよ
うなシートを掲載したらどうかという案もあったが、
相手側と相談をしながらの方式のほうが電話時間の間
は拘束されるが、利用者の希望をより正確に汲み取る
ことができるため、聞き取り方式は打合せの段階で必
ず実施していた。そのなかで、自ら天文に興味がある幼
稚園教諭と電話で打合せをする場合と違い、職務上電
話対応をする教諭の場合には、そもそも季節によって
見える天体が異なること、月が上がっていると空が明
るくて見える天体の数や種類が限られることなどの、
ごく基本的な説明も加えるなどの工夫をしていた。
　保育所や幼稚園の活動でぐんま天文台の利用を希望
する場合、多くは職員自身が天体に興味や関心をもっ
ている場合が多く、個人的にも天文台を何回か利用し
ている傾向があることから、学生の頃から天文台に興
味をもてるよう、県内の幼稚園教諭や保育士を養成す
る大学・短大に折々のチラシ等を欠かさず配布するよ

うにしていた。

　保育所や幼稚園の利用の場合、解説の内容は限定さ
れるが、織姫星の傍らにある天体Ｍ57を紹介したり、
通常はまぶしくて直接肉眼では見えない太陽を、特殊
な望遠鏡を使用して黒点まで見せたりすることで、天
体への関心をもたせるようにしていた。また、曇天等
でリアルタイムの太陽像を提示できない場合には、過
去の画像を使用して興味や関心をもたせるように心が
けた。
　小学校の校外学習では、３年生で理科の学習が始
まってからの利用となる場合が多いのは、小学校の教
員が「まだ、理科の履修前だから」と配慮していると
思われる。また、小学校の中には、昼食の場所として
天文台の利用を申し込む例も多くある。これは、晴れ
ていれば屋外の芝生の上で昼食をとり、雨天の場合に
は館内で場所を設定すれば食事が可能であること、便
所が確保できることを知っている教員がいる場合であ

図４　七夕にちなんだ織姫星彦星に関した解説
こと座付近のＭ57を幼稚園児に紹介する施設職員

図５　太陽望遠鏡によるリアルタイム映像の提示
まぶしくて見えない太陽を観察する幼稚園児
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る。早く食べ終わった児童は館内の展示を見学してよ
いとしておけば、食事に掛かる時間差を吸収できると
いう発想が、低学年児童の校外学習時の天文台利用に
結びついていることが多い。

　また、近くの北毛青少年自然の家での宿泊行事の夜
の部で利用する場合には、大型望遠鏡での天体観望を
希望する学校も多いが、恒星を見せても光の点にしか
見えないため、小学生は興味が持続しにくい。そこ
で、土星や木星、火星などの形状や色に特徴のある惑
星を見せることが多い。観望時間が充分にあるわけで
もないので、色の異なる恒星を１つか２つ、惑星も１
つか２つに絞ることで望遠鏡を覗く時間を確保し、興
味や関心のある児童の意欲を尊重することが可能にな
る。あれもこれもではなく、あれかこれかの発想が、
児童の学びに結びついていく。

　ぐんま天文台では、平成26年度に県内の小中高校を
対象に天体望遠鏡の利用状況等を調査した。なお、回
答回収率は小学校が95％、中学校が84％、高等学校は
86％だった。平成21年度と比較すると、天体望遠鏡の
利用は小学校では17→26％、中学校では69→75％な
ど、使用率は向上していたため、県内の理科の授業を
担当する教員の間には、実際に観察させ、実感をもた
せながら学習意欲を持続させようとする傾向が高まっ
ていることがわかる。ただ、授業における天体望遠鏡
の使用率については中学校の75％に比べて小学校は
26％と低いのは、理科を担当する教員が必ずしも理科
の免許をもっているわけではないことが影響している
ものと思われる。授業サポートでは天文台の望遠鏡を
持ち込み、指導や解説についても指導主事が担当教員
と打合せをしながら決めていく形式になっている。そ
こでは、雨天の場合の対応等も相談することになって
いるため、教員にとって打合せの手間はかかるが、一
人で授業をするよりは充実した授業が可能になる。し
かし、見せたい天体の時期は国内すべて同じなので、
利用申込みがしばしば重なることが課題である。

図７　昼間の150㎝望遠鏡
施設説明時はこのような明るさのなかで実施

図８　屋外で昼食をとる小学生の遠足
晴天時は富士山も見える天文台の野外

図９　天文台のアウトリーチの利用
授業サポートに訪れた小学校での様子

図６　展示物で知る天体望遠鏡の仕組み
鏡筒が透明な望遠鏡で館内の端にある星雲の画像を観る
小学校１年生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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　中学校では、金星の観察が教科書にあるためその様
子を見せたり、太陽黒点の観察をさせたりしたいとい
う学校側の要望が多い。
　また、平成24年度に県教委が分析した全国学力・学
習状況調査の群馬県内の状況から、県内の中学校では
約75％の学校が「理科室で週１回以上、実験や観察の
授業を行った」と回答しているが、全国平均は約57％
であることから、県内の中学校理科の授業では、実際
の体験等を重視していることが考えられる。これは、
天文の授業支援を天文台に依頼し、天文台職員を活用
する傾向を示すものである。また、この中学校の状況
は、平成30年度調査では、理科を好きと肯定的に捉え
る割合は、小学校が全国平均比＋2.6％であるのに対
して、中学校が全国平均比＋16.6％と、結果として表
れている。

　学校における天体望遠鏡の保有率は、前述の平成26
年度の調査では、小学校66％、中学校84％、高等学校
57％であることから、天文台から持ち込む以外にも自
校の望遠鏡を利用する学校もある。しかし、学校予算
の削減に伴い望遠鏡のメンテナンス、新規購入等が思
うようにならない学校も多い。天文台から器材を持ち
込むため、中学校側の手間が省けるからと授業サポー
トを利用する事例が多い。また、中学校の理科教員で
も物化生地で得手不得手があり、地学分野を苦手とす
る教員は、そもそも天文台の利用を考えない場合が多
い。むしろ、地学分野を得意とする教員が、天体観望
への敷居を低く感じているため、天文台の利用を検討
することが多い。苦手な教員ほど天文台を利用せず、
得意な教員ほど天文台を利用するというねじれ現象
は、天文台だけで解決できることではなく、県教委レ
ベルで検討していくべき課題になるであろう。
　県内の高校では、平成26年当時は「地学基礎」を履
修している割合が18％であった。この調査では、実業
科はもちろん、普通科でも地学を履修しない高校が多
いのにもかかわらず、一律に実施したため、天体望遠
鏡の利用率は中学校よりも低い結果となっている。し
かし、天文台の利用は、地学部や天文部等の部活動単
位での利用となっていて、義務校よりも積極的な利用
状況が特徴である。中には県外の高校が宿泊を伴う合
宿を企画し、ぐんま天文台を利用する例も年間数件あ
る。中学校のように、学校行事で利用するのではな
く、同好のメンバーが集まった部活動のため、卒業後
は天文を学びたく、理学部に進学する生徒も一定の
割合存在する。「地学基礎」を履修している高校から

図10　太陽黒点の観察をする中学生
反射板に映る太陽像の黒点を観る様子

図11　昼間の金星の観察
赤道儀を利用して天体を自動追尾できる天体望遠鏡は
学校にはほとんどない　　　　　　　　　　　　　　

図12　科学部の天文台での活動
高校生がベルヌーイの定理を簡単な実験を通して
来館した子どもに説明　　　　　　　　　　　　
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は授業サポートの依頼は来ないため、部活動単位での
天文台に来館しての利用となる。特に、科学部の場合
には、望遠鏡を利用した活動だけでなく、来館者への
サービスを通して自校の活動をアピールする場合もあ
り、そのような場合には研究員が対応するのではなく、
指導主事が顧問と事前打ち合わせ等を行ったり、当日
の生徒への指導や支援をしたりなどを心がけている。
　大学生の利用申込みの場合には、やはり天文台施設
の利用に限られ、大学に赴いてのサポート事例はな
い。これは、大学側に天文を専門とする大学教員がい
ないため、その申込みがないと考えている。さらに、
学生はアルバイトやサークルの活動で忙しく、夜間に
集まることは難しいようである。また、天文台施設を
利用する大学は、理学部の天文系と教員養成系に大別
できる。理学部の場合には、将来研究者の道を進むこ
とを想定している学生であり、実習も大型望遠鏡の操
作であったり、そこから得た天体データの解析であっ
たりする。これは、天文関連の学部が少なく、研究者
間の連携も密であるため、天文台の研究員と大学教員
との人間関係を軸にして、ぐんま天文台設置当時から
連続している活用のしかたである。
　教育系の大学からの利用については、ぐんま天文台
が研究・教育機関から教育普及機関に舵を切った頃か
らとなる。天文台としては、将来の教員候補に天文台
を利用することの価値を刷り込んでおけば、教員と
なったときに校外学習や、授業支援のために天文台利
用を推進するであろうと、教員養成系学部の学生の
天文台利用の推進を図っている。同様に幼稚園教諭や
保育士となって勤務先の子どもたちを連れてくること
を期待して、リーフレットを更新したり、天文カレン

ダーを作成したりするたびに大学教員に会って、直接
手渡しをするなどしている。しかし、移動手段や授業
として夜間の利用は難しいなど大学教員からの反応は
消極的な場合も多く、教育系学部の利用は一朝一夕に
定着するわけではない。
　教員養成系大学の利用の場合には、自分で望遠鏡を
操作しての天体導入、映像を使った解説、ものづくり
を採り入れた雨の日の活動を主に扱っている。天体望
遠鏡に関しては移動式望遠鏡と天文台で呼んでいる口
径10㎝程度で赤道儀が付属しているものの操作体験を
準備している。また、映像に関しては星空を案内する
プラネタリウム風のフリーソフトや、国立天文台が作
成した立体宇宙の映像ソフト、さらには幼児や低学年
用の紙芝居風ソフトなどがある。これらの映像ソフト
は、土日の夜間の観望が荒天で不可能な場合にも一
般来館者に提供している。同じソフトでも、研究員や
指導主事によって語る内容が異なるため、同一映像で
まったく別の話をしていることもある。マニュアルが
あって、それ通りの対応をしているだけでは、この多
様性は生まれない。

図15　立体映像による天文解説
参加した小学生は３Ｄめがねを付けて立体映像観察ながら
説明を受けた　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図13　教育系大学の利用
県内外の私立大が合同で授業での望遠鏡を活用するための
実習の様子　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図14　天文台オリジナルのペーパークラフト
日時計のペーパークラフトは大学生の実習等でも利用可
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　この他、中高生のキャリア教育として職場体験も受
け入れている。中学校で２～３日間、高等学校で３～
４日間の職場体験活動を学校から依頼され、天文台で
は高校生には望遠鏡の調整等を含めたやや専門的な体
験を中心に、中学生には掃除や片付け、映像ソフトの
操作や簡易分光器の製作などの作業的な内容を中心に
プログラムを用意し、将来の顧客を開拓するために、
申込みのあった学校の生徒すべてを受け入れるように
していた。

　平成17年の文科省科学技術政策研究所の報告書「学
校教育と連携した科学館等での理科学習が児童生徒に
及ぼす影響について～学校と科学館等との連携強化の
重要性～」では、子どもたちの理科離れに対する調査
分析結果をもとにして、学校教育と科学館等の連携の
重要性について述べられている。ぐんま天文台では、
そのなかの真岡市科学教育センターの実践に着目し
た。真岡市内の小３～中３の児童生徒は、それぞれ年
間に２～３回程度科学館を利用した授業を体験してい
るという。プラネタリウムの利用や実験学習を教員が
指導し、科学教育センター職員がその教員をサポート
する仕組みになっている。他にはふくしま森の科学体
験センター、京都市青少年科学センター、出雲科学館
の事例も報告されているが、これら各科学館での学習
を受けた児童生徒の理科に関する意識は、すべて全国
平均を上回っていた。さらに、女子の方が意識の変化
が大きく、科学館での学習の効果が高いことが報告さ
れている。このため、学校教育と科学館等での教育を
連携させることで、児童生徒の理科に関する意識の向
上につながっているといえよう。また、調査の中で、

科学館を活用することで「わかった」と感じることよ
りも「楽しかった・おもしろかった」と感じる児童生
徒の方が「理科が好き」と回答する場合が多いことが
報告されていることから、理科という教科の嗜好性と

「楽しい」や「おもしろい」という感情の動きの体験
に関係があることがうかがわれる。
　群馬県内の科学館等で学校と連携している施設に
は、群馬県生涯学習センター・少年科学館、高崎市少
年科学館、前橋市児童文化センター、館林市向井千秋
記念こども科学館、群馬県立自然史博物館、そしてぐ
んま天文台がある。この中で真岡市同様に市内の学校
による利用が盛んなのは前橋市児童文化センターであ
り、他の科学館は一般的な学校利用である。
　ぐんま天文台では、教員の天文授業の支援を行う授
業サポート事業及び、校外活動での天文台利用を支援
する学校利用が学校との連携事業である。授業サポー
トでは、夜間に学校を訪問し、「月」をはじめ「季節
の天体案内」や「惑星」「恒星」を天体望遠鏡で観る
体験を主なものとしている。夜間の場合には、授業の
一環として実施することは、帰宅時の安全面を考えた
場合には難しい課題が多々ある。しかし、PTA事業と
連携させることで、帰宅を保護者と一緒にという形
式になるために夜間の授業サポートが実現できている
場合が多い。また、昼間の場合に特に中学校で多い
のが、太陽黒点の観察と金星の観察である。太陽黒
点の観察では、太陽を直接覗くことは失明につながる
ため、教員だけでの指導は躊躇する場合が多い。し
かし、望遠鏡で取り込んだ太陽像をホワイトボード
等に投影することで、間接的に観察できるようにして
いる。また、金星についても季節によって明け方や夕
方に見やすい時期もあるが、昼間の金星を望遠鏡に
導入し、欠けていることの確認をさせる事例が多い。
天文台の望遠鏡はすべて赤道儀を装着しているため、
太陽も、金星も連続的な追尾が可能であるからこその
活用である。学校にある天体望遠鏡は、予算の関係も
あって赤道儀まで附属する場合はごくまれである。授
業サポートの場合、天文事象については、国内ではど
こでもほぼ同一のため、同じ頃に希望が重複しがちで
ある。そういった場合、いよいよ人繰りが厳しくなる
と、指導主事だけではなく、研究員と天文台ボラン
ティアとでチームを組んで、依頼のあった学校に訪問
をすることもある。

図16　季節外れの雪かき
職場体験に参加した中学生による雪かきの風景
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　児童生徒たちは、天体望遠鏡を覗く非日常的な体
験、座学だけでは得られない直接的な観察等によって
感動するのである。さらに、望遠鏡を覗かせながら、
今観ている恒星の光は数百年、数万年と長い年月をか
けて地球にやってくることなどを語り、宇宙の広大さ
をイメージできるように支援している。たとえば、
北極星は地球から430光年離れている。今見えている
北極星は430年前の光を見ていることになると考える
と、理科だけでなく、歴史についても一層の興味や関
心に結びつくであろう。さらに、学校利用の場合、校
外学習とセットになっている場合にも、担任と天文台
側職員との打ち合わせが重要となる。そのため、旅行
会社が天文台に申し込みをしてしまうと、担任と天文
台とが打ち合わせを十分にされないままになってしま
う。そこで、旅行業者による学校利用申し込みは一切
認めず、必ず担当の教員が天文台に申し込みを済ませ
るようにしている。
　前述のように、小学校で理科を指導するのは理科の
免許は持っていない教員も多い。中学校についてはほ
ぼ理科免許を所有しているが、その理科の免許を持っ
ている場合でも、埼玉大教育学部の小倉康先生は、各
種調査の結果から、理科の分野別に得手不得手がある
ことを教員自身が自己評価をすることで、自身の指導
を客観視させながら。授業を支援していく方法が有効
であると発表している。このように自己評価までして
いる教員は多くはないだろうが、天文や地質などを苦
手とする中学校の理科の教員は決して少なくはない。
そのような場合、天文台を利用し、天文台職員と連携
することで教師は自らの苦手部分を補うことができ。
児童生徒は自然事象とのふれあいを通して、「理科学
習は楽しい」と感じるのではないだろうか。また、小
倉研究室では、学生に望遠鏡操作体験を積ませ、星空
を覗く楽しさを実感させるために校外学習として、夜
間のぐんま天文台での学校利用も行った。学生のほと
んどは、初めて見る本物の天の川に驚いていた。この

「驚き」が「不思議」に発展し、それがやがて「学ぶ
楽しさ」へと発展していくのである。ぐんま天文台で
は、一人でも多くの児童生徒に「本物の天体」の様子
を提供し、「自然とふれあうことは楽しい、理科を学
習することはおもしろい」と感じさせていきたいと考
えている。そのためには、児童生徒を一番よく知る当
該校の教員と天文台職員との綿密な打ち合わせは欠か

すことができないのである。旅行業者からの学校利用
の申し込みは断り、必ず教員に天文台まで連絡をする
よう頼んでいる背景に、天文台職員のこのような想い
があってのことである。

　吾妻教育事務所管内の初任者研修では、教科や校種
に関係なく小中の初任者が参加した。これは、郡内に
ある県有施設の学校利用を促進するために、北毛青少
年自然の家での体験活動と、天文台での体験活動を研
修の中に組み込み、次年度以降の学校行事に県有施設
の利用を促進させようとする吾妻教育事務所の配慮で
ある。有意義な校外活動を実施するために、身近にど
のような施設があるかを具体的に体験しておくことは
初任者研修には不可欠である。前述したとおり、文科
省でも科学館等の利用の意義は報告書の中で認めてい
るため、教育課程の量的管理を意識しつつ、質的な向
上を一層図るために、天文台等の利用を初任者に意識
させることは、天文台にとっても、当該年度の利用者
数を確保するだけでなく、将来的な利用者数を確保す

図17　初任者研修①
鏡筒とファインダーの向きを合わせて目測で天体を導入
する練習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

図18　初任者研修②
総合教育センターと連携した中学校理科の新採用教員の
ための実習　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

42 山野　悟・高橋珠実・佐光恵子・松下　晋・新井淑弘



るための機会として、毎年対応している。
　また、県総合教育センターの中学校の初任者の教員
研修では、理科に特化しての研修を実施した。これに
ついては、中学校への授業サポート事業でリクエスト
の高い昼間の金星や月、太陽の観察等を中心に望遠鏡
の設置や調整の仕方、安全な観察のさせ方等、やや専
門的な内容を実施した。理科とひとくくりにしても専
攻が地学ではない場合、これまで一度も天体望遠鏡に
触れたこともない初任者の教員もいるため、この研修
で気楽に操作できる機会を提供し、自信をつけさせる
ことは重要である。学習指導の場で、観察や実験の機
会を増やし、生徒が実感をしながら考え、行動する理
科授業が実践できる教員を群馬県内に増やすことにつ
なげていきたいものである。
　小学校と中学校とでは、前述の天文台による天体望
遠鏡利用に関する調査から、望遠鏡を使わない理由の
傾向はほぼ同じである。理科室に天体望遠鏡があって
も、使い方がよくわからなかったり、故障しているの
かどうかの見極めができなかったりするため授業の使
用を諦めている場合が多い。そのため、「望遠鏡メン
テナンス事業」として簡易な修理や調整を天文台職員
が実施していたが、天文台全体の予算削減のため、そ
のための材料費も大幅削減となっている。しかし、活
用に向けては、まず生徒に触れさせることが重要であ
るため、安全に望遠鏡を使用できる状態に保つための
事業は重要である。また、授業サポートについても、
天体望遠鏡を活用した指導ができる教員の数を増や
し、実物から得られる感動を多くの生徒に提供して、
実施していくことが望ましい。さらには、天文台のボ
ランティアにも授業サポート等への協力を働きかけて
いくことで、天文台職員の不足解消には重要である。
また、高校学校では地学基礎を開講しないため、理科
室のなかで埃をかぶっている未活用の望遠鏡を、天文
台がもらい受けて整備し、希望する学校に貸し出すな
どして、備品の活用を図ると同時に、県有財産の物品
管理に配慮しつつ、予算の有効活用を図っていく必要
がある。

○ボランティア組織の活性化による生涯学習支援
　ぐんま天文台には、「天文台ボランティア」として
一般の方によるボランティア組織があり、毎年、募集
している。単に天文台事業の手伝い要員ではなく、児

童生徒や一般の来館者が直接天体に触れて感動する場
に居合わせたい人々の集団と捉えた方が適切かもしれ
ない。このボランティアメンバーは、県内各地に居住
しているため、天文台のイベント等だけではなく、各
地で開催している授業サポート事業に参加すること
で、児童生徒の感動する場面に遭遇することが可能に
なる。天文台の事業に参加するボランティア活動が自
己実現に結びつくことは、天文台のマンパワー不足を
補ってもらう以上に重要であると認識している。

図19　ボランティア企画「観月会」
来館者に天文を愛でる伝統的な年中行事を紹介する
天文台ボランティア　　　　　　　　　　　　　　

図20　ボランティア企画「双眼鏡で星雲を探そう」
独自の企画の運営を通して、自己実現を実感できる活動に
つなげる天文台ボランティア　　　　　　　　　　　　　

図21　ボランティア企画「星空さんぽ」
星空案内をする活動で、ぐんま天文台では最も基本的な
イベント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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○学校への広報活動
　県内では、郡市ごとに定期的に校長会を開催してい
る。そこで、次年度の学校行事を決めていく秋から冬
にかけての校長会で３分間程度の時間を割いていただ
き、校長配布用チラシを用意しての広報活動を行っ
た。校長会の資料の中にそのまま綴じ込んでしまう校
長もいたかもしれないが、多くは教頭や教務主任、担
当の学年主任等に手渡していただけたと期待してい
る。チラシの解説をしていては３分間などたちまち過
ぎてしまうため、チラシの項目をさらに絞って説明を
するように心がけたところ、校長会の翌日など、学校
から天文台に事業の問い合わせなどしばしばあった。
紙ベースの資料を送りつけるだけの広報活動は、どう
かするとそのままゴミ箱に直行する可能性もあるが、
面と向かった解説で配付された資料は、簡単には捨て
られないと感じる教員の習性を利用した天文台の広報
活動である。
　また、遠足や林間学校等の校外活動における立ち寄
り場所の候補にぐんま天文台を加えてもらうため、天
文台側で、お勧めのコースをまとめたチラシを作成
し、県内の全小中学校に配送した。もちろん、北毛方
面のおすすめコースにぐんま天文台を潜り込ませてお
いたのは言うまでもない。教員は変更を好まない人が
多いため、２年もしくは３年サイクルで順繰りにコー
スを設定する習慣がある。そこで、一度始まればある
程度継続的な利用が見込めるのである。また、ほぼで
きあがった形式を提案することで、コース変更を促す
可能性が高くなると判断したからである。総合的な学
習の時間では個別の知を結びつけて新しい知にまとめ
ていく活動が求められるのだが、実は教員自身が個別
の施設等を組み合わせてまとまりのあるプログラムを
作り上げることをしたがらない傾向がある。それを見
越してのおすすめコースの設定提案であり、天文台利
用の勧めである。
　前述のように、平成26年に県内各小中高校を対象
に実施した望遠鏡の保有状況調査（回収率小学校
94.7％、中学校84.4％）では、全国的には「天体望遠
鏡がある」は40.7％だが、群馬県では66.6％と大きく
上回った。中学校でも「ある」は84.2％と同様の傾向
があり、理科室の備品の中で最も未整備な天体望遠鏡
でさえ全国の平均を超えていることから、群馬県では
観察や実験を重視した授業が行われていると考えられ

る。さらに、同年の全国学力・学習状況調査で、群馬
県は全国平均を超えており、観察や実験を重視した授
業と成績との相関関係がうかがえる。

図23　ぐんま天文台を中心に県有施設を示した小中学校
配付用資料　　　　　　　　　　　　　　

県内の全小中校に配付した資料で、裏面には各施設の概要
やモデルコース例を掲示した　　　　　　　　　　　　　

図22　ぐんま天文台の広報用資料
「生徒活動のエッセンス集」として編集し、県内各地の
校長会での配布した　　　　　　　　　　　　　　　
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　前橋市では小学校に対して、市児童文化センターに
設置してあるプラネタリウムを活用した授業を支援し
たり、実際に天体望遠鏡を使用した授業支援をしたり
している。ぐんま天文台の基本的な立場としては、や
はり「授業支援」であり、天文台の職員を指導のため
のツールとして使って欲しいのである。前述の真岡市
や出雲市では、市内の小中学校による利用を計画的に
推進することで、児童生徒の理科に関する意識を高め
る努力を行っているが、両市とも、教員が科学館等に
指導の「丸投げ」をするのではなく、ティームティー
チングでの指導を原則とし、教員がＴ１、科学館側職
員がＴ２としている。特に真岡市の場合には、市内の
理科教員と科学センター職員とで利用のための展開計
画を作成し、Webで公開するなどして、群馬に比べ
れば教員が科学館等の施設を利用しやすくするための
工夫が行われている。しかし、そういった教員も学校
に戻っての通常の理科の授業では自分一人で継続して
いくしかないのが現実である。学習用シートや映像教
材、コンピュータソフト等の活用を図るにしても、学
習に向けた資料の入手方法などが基本的な課題になる
であろう。
　先にも述べたとおり、ぐんま天文台では学校での利
用に対しては指導主事が基本的に対応するようにし
て、教員の意をできるだけ汲み上げた支援をするよう
にこころがけている。児童生徒を最も間近で接してい
る教員の思いや願いは、説得力があり、実際に来館し
た際の子どもたちの感嘆の声は、教員はもちろん、天
文台職員にとっても天文台運営に向けての活力へ結び
つく。
　そこで、県内の科学教育施設等と学校とのマッチン
グシステムの確立に期待が高まる。施設側の論理だけ
だと予算獲得のための入館者増が最優先になるが、授
業での活用という利用者視点による運営を忘れてはい
けない。入館者数や利用者数という量的な評価は客観
的な指標のひとつではあるが、それだけに終始してい
ては二度目、三度目の利用はないという施設側の自覚
が重要になる。

課題

　科学技術の発展に伴い、理科の授業で取り上げるべ
き内容の専門性は日々高まっている。そこで、学習に

対する意欲付けとその継続もますます必要になってく
る。それには、学校と施設側との事前事後の打合せや
連絡が欠かせないだろうが、その時間が取りにくいの
も事実である。
　そのためには、すべてをオーダーメイドで科学館等
を利用するのではなく、レディメイドの展開例を用
意・公開して教員の負担を日常指導に充てられるよう
にすることが望ましい。教育課程を理解し、学校の実
態を知り、しかも県内の科学館等の施設の持ち味を知
る立場の人間を各施設に配置できれば、科学館や博物
館を活用し、児童生徒の学習への意識を高めること
に結びつくことは容易に考えられる。学校と施設との
マッチングシステムの構築が、AI等の活用によって、
大量の実績から、条件に合った利用法を探すことにつ
ながる事例もあるのではないだろうか。
　また、天文台等の施設側にも学校利用や授業サポー
トの専門家を配置し、学校からの問い合わせに対して
教員の意図を理解し、児童生徒の感動する姿をイメー
ジしながら教員と相談できる人材が複数名必要であ
る。さらに、授業サポート等に出向く際の要員の確保
も重要である。正規職員を獲得することは予算面で
困難であろうが、複数の非常勤職員を組み合わせるこ
とで、学校からのリクエストへのきめ細かな対応が可
能になる。また、学校に出向く際には、危険箇所の確
認、四方の空の眺めや近隣の商業施設の確認、電源の
確認、望遠鏡の設置位置等確認すべき事項が多岐に渡
る。そして、そのどれが欠けても安全で、感動を呼ぶ
指導をすることは難しい。
　また、これらの確認項目を職員間で共有するシステ
ムを科学館等の施設側で構築していくことで、どの職
員でも学校等に対応できるようにすることが利用の促
進に結びつくであろう。
　ぐんま天文台では雨等の天候不良時には映像による
案内等を用意しているが、児童生徒に知識理解を補償
するだけの内容にならないよう、解説のためのストー
リー例などを一層整備していく必要がある。ちなみ
に、日本における公開天文台の運営状況と天文教育の
連携に関する研究（埼玉大　李銀知・小倉康・大朝由
美子）では、国内の27施設への聞き取り調査の結果
から、98％の公開天文台では天体観望を実施している
が、プラネタリウム投影や解説などを実施しているの
は48％と、天候不良時の対応に課題が残るとされてい
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る。そこで、かぐや姫一辺倒ではなく、アポロ11号の
アームストロング船長の着陸後に述べた一言（これは
一人の人間にとっては小さな一歩だが、人類にとって
は偉大な一歩である。（That's one small step for [a] 
man, one giant leap for mankind.）を取り上げたプ
ログラムを追加更新することも、対象の年齢層によっ
て可能である。さらに、プラネタリウム形式のソフト
や国立天文台による宇宙を立体視するソフトなども切
り口を変え、多様な展開に用いることができる。ある
程度の基本のマニュアルを共有し、そこから職員によ
る独自性で修正を加えていくことが一層重要になるだ
ろう。前述の調査結果からは、来館利用に関する詳し
い案内や学校教育の天文分野に対する積極的な支援を
している公開天文台はごく限られていて、多くの施設
では望遠鏡を活用する体験、観測プログラムの充実、
学校教育に対する具体的な助言ができる人材の不足が
挙げられている。
　また、雨天等で時間的にも余裕があるときには、簡
易分光器や日時計等の作成等、ものづくりのプログラ
ムも多数用意することで、学校からのリクエストに対
する細やかな対応が可能になるであろう。教員も科学
館等の施設側も願うところは同じであり、利用するこ
とで児童生徒が自然事象に対して興味や関心を高めて
家路につくことである。そのための手法には革新的な
アイデアは少ないかもしれないが、学校と科学館等の
施設での願いは常に同じでありたいと活動を続けてい
る。
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 （やまの　さとる・たかはし　たまみ・さこう　けいこ・
 まつした　すすむ・あらい　よしひろ） 　　　　　　　

図24　雲海に浮かぶぐんま天文台の屋外施設群
雲海は条件が整うことで観られる自然事象で、雲の下には
高山村の家並みがある　　　　　　　　　　　　　　　　
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